Constructing a Structural Construction based Organizational Behavior -Why do people behave irrationally?- by 西條 剛央
─   ─ 99
〈論 文〉 
構造構成的組織行動論の構想 
― 人はなぜ不合理な行動をするのか？ ― 
西 條 剛 央 * 
 
Constructing a Structural Construction based Organizational Behavior 




The purpose of this paper is to suggest the usefulness of organizational behavior based on 
philosophical principles. For that purpose, the paper introduces structural constructivism as the 
metatheory. Firstly, the paper argues that the principles of philosophy can be used as the framework 
for recognition, which fundamentally controls behavioral patterns. Secondly, it explains interest-
correlativity, which is the basic principle of structural constructivism. Thirdly, it argues that by 
applying interest-correlativity, its principles for value, evaluation, method could be used as a 
psychological framework for business practice. Lastly, the paper contrasts conventional organizational 
behavior based on scientific data with structural construction organizational behavior based on 
philosophical principles, and discusses the mutually complementary relationship between the two 
behaviors. 
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 2 ．方法 
上記の目的を達成するために、本稿では人間科学の原理として体系化されたメタ理論である「構造構
成主義」（Structural constructivism）を援用する[ ５ ]。構造構成主義はフッサールの「普遍学
（Universalwissenschaft）」[６] の確立といった理念を継承発展させたものであり、最近では「構造構成
学」（Structural constructology）と呼ばれることもある。また構造構成主義に基づき構築されたメタ























 3 ．価値とは何か？：価値の原理 
動的時代においては価値の所在そのものが揺らいでいるため、「 ○○ は価値がある」という固定的な
価値は普遍的なものにはなりえない。現在価値のあるモノも、100年後、50年後に現在の価値が担保さ



































































うのは「 ○○ というモノがあるから→ ○○ が見える」という認識図式のことである。今目の前にこの
論文があるから、論文が見える。当然のことである。だからこそフッサールはこれを「自然的態度」と
呼んだ。では、自然的態度の一体何が問題になるのか。 

































る」という自然的態度に対して、関心相関的観点は「自分は ○○ という関心を持っているから→ ×× 


















































































 6 ．方法とは何か？：方法の原理 
これまで多種多様な経営論、経営手法に関する論文や書籍が公刊されており、それは経営実践や経営






















こうした方法の呪いを解呪する装置が「方法の原理」[30] なのである。「方法」とは、必ず (1) 特定の
状況・制約下で、(2) 特定の目的を達成するために使われる。したがって、方法とは (1) 特定の状況や
現実的制約のもとで (2) 目的を達成するための手段ということになる。これはあらゆる「方法」に妥当
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よってよりシンプルかつ一貫した形で説明できることを示そうと思う。 
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